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 木村社長の述懐によれば、「NEC98 互換 PC はまだ可能性があったし、DEC との業務提
携によるシステム販売も立ち上る気配があった。プリンタは ESPER レーザープリンタ LP






























































































































冬の PC-486P で失速、１９９３年度も夏の UG NOTE PC-486NOTE AS がヒットし、





させ、クライアント PC を EPSON/DIGITAL のダブルブランドで発売していたし、さらに
保険を積みまして、１９９３年１１月には DOS/V PC の通信販売会社、エプソンダイレク
トを設立し、１９９４年１月から操業を開始し、“Endeavor”ブランドで DOS/V PC を販




UG MULTINOTE PC-486NOTE AU シリーズ、デスクトップの UG MULTI PC-486MU
シリーズ、コストパフォーマンスを徹底追及した UG DESKTOP PC-486FE/FR/FS シリー








 DOS/V への流れはもう止められないとようやく踏ん切りをつけて、ED プロジェクトで
販売していた、EPSON／DIGITAL ダブルブランドを解除し、EPSON ブランドでの販売
に転換することを決めた。１１月１８日、EPSON ブランドの DOS/V PC“EPSON PCV









機メーカーEPSON がいつ EPSON ブランドの DOS/V パソコンを発売するのか、あるいは
９８陣営を離脱するか、「いつかいつか」とじっと見守っていたのだ。その日がついに来た
というので、この騒ぎになったのだ。翌日の日経・朝日はパソコン関連記事としては大き








電子機器事業部の９８互換機よりもエプソンダイレクトの DOS/V PC のほうが多かったと
いう事実である。 
 それでも、年末商戦に向けて、インテルの最新 CPU ペンティアムを搭載した９８互換機
は PC-586RA( Pentium 90MHz,¥398,000), PC-586RV( Pentium 60MHz, ¥288,000)と
PC-486RS を発売した。DOS/V PC“EPSON PCV シリーズは当面訪販系チャネルに限定




のシェアが５０％を割り込んだのだ。エプソンは夏の商戦用に UG MULTI PC-486ME を
投入し、９８互換パソコンで頑張ってみたが、ハードウェアと OS(基本オペレーションソフ










（２）DOS/V PC への転換 





際、EPSON/DIGITAL ダブルブランドの DOS/V PC を取り扱うことになった。第二弾が
１９９３年１１月１日のエプソンダイレクト（株）設立である。この頃になると、NEC98
と DOS/V のクロスポイントがいつになるのか、つまり NEC98 がいつシェア５０％を割り
込むか、ということがマスコミの格好の話題になっていた。そこで、セイコーエプソンが







 そして、１１月１８日、前述のエプソン販売による、EPSON ブランド DOS/V パソコン













 しかし、DOS/V への流れが激しくなるのを見て、PC オペレーション部は６月に個人向
け DOS/V デスクトップパソコン ViViDY シリーズを発売する。NEC98 互換機の新規取引
が９月末で停止されると同時に、１０月に ViViDY  NOTE シリーズを発売し、エプソン販
売は NEC９８互換パソコンから DOS/V パソコンへ路線を完全転換した。企業向けはオフ
ィスシリーズ、個人向けはパワーユーザーに照準を合わせた ViViDY TOWER/NOTE シリ
ーズの２本立ての商品ラインアップで臨んだ。しかし、９８互換機とは異なり、DOS/V 個
人向け市場でのエプソンの知名度はまだ低く、販売は期待したほどには伸びなかった。 
 DOS/V に転換したことによって、また、エプソン販売の PC オペレーション部に組織を
一本化することによって、研究開発・設計・製造に関する費用を大幅に削減することがで















 （３）ESPER レーザープリンタの進撃 
 日本市場において、エプソンはレーザープリンタとインクジェットプリンタでキヤノン
に水をあけられていた。レーザープリンタに関しては、１９８７年に LP-5000 を発売した
あと、１９８８年に ESC/Page・スケーラブルフォント搭載の LP-7000 を発売し、キヤノ
ンの LIPS の追撃を開始した。以降１９９０年に A4 レーザープリンタ LP-3000,B4 レーザ
ープリンタ LP-7000G,１９９１年に LP-2000 と発売していたが、キヤノンを追い抜くには
いたらなかった。一方インクジェットプリンタに関しては、１９８４年に漢字インクジェ















ESPER レーザープリンタ LP-8000 は A3 版対応の日本語ページプリンタでありながら、
トナーカートリッジ込みで 398,000 円の普及価格を実現し、また A3 版対応ながら、B4 機
並みの設置面積を実現した業界最小の省スペースプリンタだった。高速・高印字品質でネ
ットワーク環境が重視されていた。ネットワーク環境重視の新開発思想 ESPER とは
“EPSON  Solution  Printer  for  Network”からネーミングしたものである。 
 
         （ＬＰ－８０００） 
          
 





 LP-8000 に引き続き、３２ビット CPU を採用した LP-8000S そして A4 サイズ対応








1200dpi 相当の高精細印刷が可能な Adobe Systems Incorporated（アドビシステム社）、
純正 PostScript（ポストスクリプト）Level 2 ソフトウェア搭載機 
 
＊エプソンエスパーレーザーLP－9000（¥348,000) 
1200dpi 相当の高精細印刷が可能な A3 用紙対応機 
―従来比 4 倍の 1200dpi 相当の高精細印刷を実現した A3 用紙対応機。 
―1200dpi 相当のファインモードと 600dpi 相当のクイックモードのデュアル 
スピードモードにより、高精細印刷と高速印字が選択可能 
＊エプソンエスパーレーザーLP－8000SE(¥248,000) 
基本機能を充実させ低価格を実現させた A3 用紙対応機 
―「エプソンエスパーレーザーLP-8000S」の低価格版。 
―A3 用紙対応機で、32 ビット CPU 搭載、トナーカートリッジを標準装備しながら 
B4 用紙対応機以下の普及価格を実現。                   
＊エプソンエスパーレーザーLP－1000（¥99,800） 
トナー標準装備で 10 万円を切る低価格を実現した A4 用紙対応機 
―コストパフォーマンスを徹底追求した A4 用紙対応機。 
―トナーの消費量を約 50％削減するトナーセーブモード搭載。 























Macintosh 専用 600dpi カラーイメージスキャナー 
 
＊エプソン GT－9000WIN（¥228,000） 
Windows 対応 600dpi カラーイメージスキャナー 
 
＊エプソン GT－8000ART(￥148，000) 
Macintosh 専用 400dpi カラーイメージスキャナー 
 
＊エプソン GT－8000WIN(¥148,000) 
Windows／DOS 対応 400dpi カラーイメージスキャナー 
 
＊エプソン GT－6500ART2(¥99,800) 
Macintosh 専用 300dpi カラーイメージスキャナー 
 
＊エプソン GT－6500WIN2(¥99,800) 































6 月発売にあたって、期待の新製品カラーインクジェットプリンタ MJ－700V2C のプラ
イシングについては、絶対にヒットさせたいプリンタ事業本部とエプソン販売の意見が完
全に一致した。先行する HP 社・キヤノンの価格は 128,000 円。実勢価格は下がりつつあ
るので、それも考慮しながら、思い切った価格設定にしないと、後発の EPSON が一気に
立ち上ることは難しい。結論は１０万円を切る低価格 99,800 円だった。 
 
        （ＭＪ－７００Ｖ２Ｃ） 
         
 
5 月のビジネスショーに向けて、ＴＰ販売推進課スタッフが MJ－700V2C を何十台も並
べて、さながら印刷工場のように、大量のプリントサンプル作りを行なっていた。MJ－








6 月 2 万台、7 月も 2 万台。それまで国内のプリンタは 1 機種で月に 5，000 台売れれば、
立派なヒット商品だったから、当時としては文字通り桁違いの売行きだ。8 月、9 月はそれ



















































































も、「明るさ 3 倍・解像度 VGA」を実現し、データプロジェクターという新市場の、先駆
的な商品となった。 











         （データプロジェクターＥＬＰ－３０００） 







1995 年 6 月、MJ－700V2C の後継機シリーズとして、新製品 3 機種を投入した。この
ときから新商標「カラリオ」を採用し、カラーイメージングマークも制定した。新製品３
機種はマッハジェットカラリオ MJ－500C、800C、900C、である。 




中位機種 MJ－800C（¥79,800）は MJ－700V2C の基本機能を継承しながらさらにスペ
ックアップ。カラー出力速度の高速化を図るとともに、MJ－500C 同様新開発高濃度モノ
クロインクの採用により、モノクロ出力においても普通紙に 720dpi 出力が可能となった。 
上位機種 MJ－900C はネットワーク対応の ESPER MACH（エスパーマッハ）MJ－
5000C の 80 桁（A4 対応）モデル。価格は¥108,000。MJ－5000C 同様、マイクロマッハ
ヘッドの搭載によりスーパー720dpi 出力モードをサポートし、普通紙への 720dpi カラー
出力が可能。MJ-900C はヒット商品となり、セイコーエプソン社内のヒット商品グランプ
リを獲得している。 







































1996 年 6 月、カラー高画質に磨きをかけたマッハジェットカラリオ新製品 3 機種、MJ
－810C、510C、3000C が発売された。同時にフィルムスキャナーFS－1200 も発売された。  
発売に先立って、5 月のビジネスショウでは、インクジェットプリンタ新製品 3 機種、フ
















         （デジタルカメラＣＰ－１００） 
         
 
        （フイルムスキャナーＦＳ－１２００） 
         
 
















－700C 無く、PM－700C の後に PM－700C 無しという空前絶後のヒット商品になった。 















ヘッドを搭載し、720dpi のカラー出力で従来比約 2 倍という画期的なスピードの向上を果
たした。 
 
        （フォトマッハジェットプリンタＰＭ－７００Ｃ） 














以降 1997 年の PM－750C、1998 年の PM－770C、1999 年の PM－800C／DC 等々写
真画質の追求は飽くことなく行なわれ、大ヒット商品が連続して発売された。インクジェ
ットプリンタは押しも押されぬ EPSON の大黒柱になり、エプソン販売はインクジェット












































































（１）カラーソリューション機器の EPSON 確立＝カラーイメージング戦略展開。 










 二つ目の課題は ESPER 戦略である。ESPER レーザーということでスタートしたが、現
在はレーザー、インパクト、カラーと三本柱の ESPER プリンタ戦略が展開できるようにな
った。この ESPER プリンタで、企業系の販売を大いに拡大していきたい。 
 ESPER プリンタの売上は、９２年度にはわずか７％だったが、９３年度に４０％になり、
９４年度も４０％を維持した。９５年度は A3 ESPER カラーが大きく伸びるという想定
のもと、全体の５０％を ESPER プリンタで達成したい。 
 また、現在 ESPER 会を組織して ESPER プリンタを売っているが、そういう代理店は当
然パソコンも売る力がある。企業系は DOS／V 主流なので、昨年から DOS／V パソコンも
EPSON ブランドで導入した。今年は DOS／V へのシフトを急速に進めるので、ESPER
戦略の中で PC も重要な商品になってくる。 
（３）PC 販売再構築～生販一体のローコストオペレーション 





 この中で PC オペレーションの基本スタンスは３つある。 
①国内 PC 市場の大きな変化に対応した新しい展開。 
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 「９５年下期以降は、『PC の出血』を止める。DOS／V 新製品については量販主体から
訪販中心への大転換を行ない、価格政策・在庫補填の大幅圧縮を図る。 
①98 互換機から DOS／V へのシフトを急速に推進する。98 互換機は在庫がまだ多く残
































      １位 セイコーエプソン  ３６．１％（７．２％増） 
      ２位 キヤノン      ３３．９％（－５．６％） 
      ３位 ＮＥＣ       １４．８％（４．３％増） 
      ４位 日本ＨＰ       ６．６％（－５．０％） 
      ５位 富士通        ３．５％（２．８％増） 














































































































      （プロスパート カスタムメイド ノートＰＣ） 









な新製品 ELP－5000・3500 を発売し、市場で高い評価を得た。 
また，ビジネスコンピュータの部門では，市場のオープン環境に対応した KX サーバーシ
リーズや PC 財務・税務のビジネスソフトウエア「ビズウェアシリーズ」を投入した。  
システムデバイス部門では，流通市場向けの POS 用プリンタやパソコンを使用した POS










        （ＳＡＳＰＯＲＴ） 
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